
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】 現代人の食事時間は平均 11

分、噛む回数は 620 回だそうです。これ

は戦前の約半分、鎌倉時代に比べると３

分の１以下だとか。日々の仕事で時間に

追われ、「食べること」を大事にする気持

ちが薄くなっている表れかもしれませ

ん。「いただきます」の感謝を忘れないよ

うに戒めたいものですね。 

【昔からのものが「タイミング」と「工夫」でブームに！】 

味噌や醤油など伝統的な発酵食品に欠かせない麹。米麹と塩を発酵させた「塩麹」が

万能調味料としてブームを呼んでいます。これを塩の代わりに使うと麹に含まれる酵

素の働きでまろやかな味わいとなり、野菜や肉は漬けるだけで旨味や甘味が増すそう

です。さらに豊富な乳酸菌が腸内の環境を整え、免疫力アップ、老化防止など健康へ

の効果も期待できます。手軽に使える商品化が進み、レシピ本も豊富。日本古来の麹

パワーが僅かながらも景気の回復に一役買いそうですね。 

【
税
金
の
納
付
が
期
限
に
遅
れ
る
と
・
・
・
】 

 

税
金
は
納
付
期
限
に
遅
れ
る
と
日
数
に
応
じ
て
延
滞
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
完
納
す
る
日

が
、
二
ヶ
月
以
内
に
つ
い
て
は
年
「
７
．
３
％
」
と
「
前
年
の
十

一
月
三
十
日
に
お
い
て
日
本
銀
行
が
定
め
る
基
準
割
引
率
＋

４
％
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
、
そ
れ
以
降
の
部
分
に
つ
い
て
は
年

１
４
．
６
％
の
税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て

は
過
少
申
告
加
算
税
、
無
申
告
加
算
税
、
重
加
算
税
と
い
っ
た
税

金
が
発
生
し
ま
す
。 

過
少
申
告
加
算
税
は
、
税
務
署
の
調
査 

を
受
け
た
後
で
修
正
申
告
を
し
た
場
合 

な
ど
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
新
た 

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
金
の
１
０ 

％
相
当
額
で
す
。
た
だ
し
、
新
た
に
納 

め
る
税
金
が
当
初
の
申
告
納
税
額
と
５
０
万
円
と
の
い
ず
れ
か

多
い
金
額
を
超
え
て
い
る
場
合
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
１
５
％
に
な
り
ま
す
。
無
申
告
加
算
税
は
、
正
当
な
理
由
な

く
期
限
後
申
告
を
し
た
場
合
な
ど
に
か
か
り
ま
す
。
原
則
と
し
て

納
付
す
べ
き
税
額
に
対
し
５
０
万
円
ま
で
は
１
５
％
、
５
０
万
円

を
超
え
る
部
分
は
２
０
％
の
税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
よ
る
課
税
逃
れ
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平

成
十
八
年
度
税
制
改
正
で
５
０
万
円
を
超
え
る
部
分
の
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
重
加
算
税
は
、
売
上
の
除
外
や
架
空

経
費
の
計
上
な
ど
、
意
図
的
に
事
実
を
隠
ぺ
い
ま
た
は
仮
装
し
て

申
告
し
た
場
合
、
過
少
申
告
加
算
税
に
加
え
追
加
納
税
額
の
３

５
％
が
、
ま
た
、
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
無
申
告
加
算
税
に

加
え
納
税
額
の
４
０
％
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

〒569-0803 大阪府高槻市高槻町 9-19-202 

電話番号：072-683-0230 FAX：072－683-0376 

http://www.gishitax.com/ 

mail：info@gishitax.com 

お気軽にお問合わせ下さい ℡072-683-0230 

（JR 高槻駅・阪急高槻市駅から徒歩約 3分） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ある若者に学ぶ「真のホスピタリティ」】 
 

「顧客第一主義」をうたう企業は数多く、「ホスピタリティ（おも

てなしの心）」という言葉も商売の常套句になりました。しかし、

当たり前になってくると本質を見失うのが人間です。大事なのは

耳あたりの良い言葉を掲げることではなく実際の行動です。30 歳

の若者が改めてそれを教えてくれました。 

世界最高峰のエベレストに「単独」「無酸素」で挑む栗城史多（く

りきのぶかず）さんを一躍有名にしたのは、登山の様子を自らビ

デオカメラで撮影してリアルタイムで動画配信する「自分撮り」

というスタイル。普通なら１グラムでも荷物を軽くしようとする

登山で、わざわざ重い機材を抱えて自分撮りしながら世界６大陸

の最高峰を踏破してきたのは、「夢や冒険の共有」を目指している

からだそうです。エベレスト挑戦の費用 

は 7200 万円。山を下りた彼には「資金集 

め」という、これまた「高い山」が待っ 

ています。起業家としてスポンサー獲得 

に奔走する一方で、各地を回っての講演 

活動。その講演に参加した 60代のある 

社長が、「栗城史多という若者から真のホスピタリティを学んだ」

としきりに感心していました。講演会後のサイン会で彼は立った

まま１人ひとりを迎え、チケットの半券でもレシートでも携帯電

話の電池でも背中でも、差し出されたものすべてに快くサインを

したそうです。その日、サイン会の列に並んだ人はおよそ 300人。

そのほとんどが栗城さんに自分自身の夢を語ると、彼はすべての

人の話に熱心に耳を傾け、「一緒に夢を叶えましょう」と激励し、

会場がタイムリミットになってしまったあとは、寒い中、外に出

てまでサインを続けたそうです。来てくれた人を精一杯もてなし

たい。夢や冒険の共有を目指す彼にとって、それはごく自然な行

動なのだと思います。 

どんなに素晴らしいことでも、言葉を並べるだけなら単なる「標

語」で終わってしまいます。掲げた「顧客第一主義」「ホスピタリ

ティ」をただの標語に変えてしまわないように、私たちもよりい

っそう魂を込めて商売に励んでいきたいですね。 

 
【今月の教えてキーワード：総合診療医】 

初
期
の
診
断
を
す

る
医
師
、
最
初
に
か

か
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
こ
と
。
特
定

の
専
門
分
野
に
と

ど
ま
ら
ず
、
問
診
に

よ
っ
て
患
者
の
病

名
を
特
定
す
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し

て
医
療
界
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。
総
合

診
療
医
が
診
断
で

き
な
か
っ
た
場
合

や
、
検
査
や
手
術
が

必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
は
病
院
に

送
る
と
い
う
流
れ

で
あ
る
。
個
々
の
役

割
を
明
確
に
し
、
病

院

に

は

入

院

医

療
・
救
急
医
療
・
手

術
な
ど
に
医
師
や

看
護
師
を
集
中
さ

せ
る
の
が
目
的
で

あ
り
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
大
き
な
期

待
が
か
か
る
。 

古代ローマ帝国の政治家である

セネカの言葉。一切の負担を掛け

ずに体を鍛えることはできない。

同様に心にも試練を与え、それを

乗り越えてこそ強くなるものだ。 

大阪府高槻市・茨木市・島本町・枚方

市、京都府長岡京市の税理士事務所 


